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〔国内学会〕 
1. 永井義隆．神経変性疾患病態研究のキーワード．（教育講演）第 53 回日本神経学会学術

大会（H24.5.22-25、東京） 

2. 永井義隆．微小管依存的輸送の障害により TDP-43 の細胞質蓄積が促進され、ALS モ

デルショウジョウバエの神経変性を増悪する．（シンポジウム）第 35 回日本神経科学会

（H24.9.18-21、名古屋） 

3. 斉藤勇二、藤掛伸宏、岡本佑馬、和田圭司、永井義隆．ポリグルタミン病モデルショウ

ジョウバエの病態において p62 は保護的に機能している．第 53 回日本神経学会学術大

会（H24.5.22-25、東京） 

4. 藤掛伸宏、高橋光里、斉藤勇二、小野寺理、和田圭司、永井義隆．TDP-43 と FUS は

ショウジョウバエモデルにおいて相乗的に神経変性を惹き起こす．第 53 回日本神経学

会学術大会（H24.5.22-25、東京） 

5. 石黒太郎、石川欽也、藤掛伸宏、永井義隆、水澤英洋． SCA6 トランスジェニックシ

ョウジョウバエによる Cav2.1 の CTF 毒性の検証．第 53 回日本神経学会学術大会

（H24.5.22-25、東京） 



6. 古田晶子、永井義隆、和田圭司、内山安男、H. Brent Clark．SCA1 モデルマウスにおけ

るプルキンエ細胞の樹状突起の初期変化とアストロサイト病変の検討．第 53 回日本神

経病理学会総会（H24.6.28-30、新潟） 

7. 藤掛伸宏、木村展之、斉藤勇二、横関明男、小野寺理、和田圭司、永井義隆．微小管依

存的輸送の障害は TDP-43 の細胞質蓄積、オリゴマー形成を促進し、ALS における神

経変性を惹き起こす．第 35 回日本神経科学会（H24.9.18-21、名古屋） 

8. 鈴木マリ、藤掛伸宏、和田圭司、永井義隆．パーキンソン病モデルショウジョウバエに

おける α-synuclein 毒性は glucocerebrosidase の機能喪失により増悪する．第 35 回日

本神経科学会（H24.9.18-21、名古屋） 

9. 鈴木マリ、藤掛伸宏、和田圭司、上村匡、永井義隆．パーキンソン病モデルショウジョ

ウバエにおけるゴーシェ病原因遺伝子 glucocerebrosidase の役割．第 10 回神経科学研

究会（H24.11.10、東京） 

10. 藤掛伸宏、斉藤勇二、横関明男、小野寺理、和田圭司、永井義隆．Disruption of 

microtubule-dependent transport of TDP-43 triggers aggregation of TDP-43, leading 

to neurodegeneration in Drosophila models of human disease．第 10 回日本ショウジ

ョウバエ研究集会（H24.10.13-15、東京） 

11. 鈴木マリ、藤掛伸宏、和田圭司、永井義隆． High-nutrient diet aggravates 

neurodegeneration through metabolic signaling pathways in Drosophila models of 

neurodegenerative diseases．第 10 回日本ショウジョウバエ研究集会（H24.10.13-15、

東京） 

 

〔招待講演・セミナー〕 
1. Nagai Y. Molecular targeted therapy against the toxic protein conformation and 

aggregation for the polyglutamine neurodegenerative disorders. Max Planck 

Institute& National Center of Neurology and Psychiatry Joint Symposium (October 

3-6, 2012, Munich, Germany) 

2. Nagai Y. Toxic protein conformational transition and amyloid fibril formation in the 

polyglutamine diseases. International Symposium on Amyloidosis (January 24, 

2013, Tokyo, Japan) 

3. 永井義隆．神経変性疾患に対するタンパク質のミスフォールディング・凝集を標的とし

た治療戦略－ポリグルタミン病をモデルとして．東京医科大学大学院特別講義（H24.6.8、

東京） 

4. 永井義隆．蛋白質構造異常と神経変性疾患～目的指向型研究の進め方～．大阪府立大学

講義（H24.8.8-10、大阪） 

5. 永井義隆．神経変性疾患に対するタンパク質のミスフォールディング・凝集を標的とし

た治療戦略－ショウジョウバエモデルを活用して．東北大学神経内科リサーチセミナー



（H24.11.7、仙台） 

6. 永井義隆．神経変性疾患治療戦略．早稲田大学大学院講義（H24.11.13、東京） 

7. 永井義隆．蛋白質ミスフォールディング・凝集を標的とした神経変性疾患の治療戦略－

ポリグルタミン病をモデルとして．東京大学薬学系研究科大学院講義（H24.11.30、東

京） 

8. 永井義隆．神経変性疾患の克服をめざして－蛋白質の構造異常・凝集を標的として－．

東京都立神経病院カンファレンス（H24.12.19、東京） 

9. 永井義隆．神経変性疾患に対する蛋白質ミスフォールディング・凝集を標的とした治療

戦略．東京医科歯科大学連携大学院セミナー（H25.2.22、東京） 

 

〔研究助成金〕 
1. 文部科学研究費補助金・新学術領域研究「シナプス病態」「神経変性疾患におけるシナ

プス機能異常に着目した神経機能障害メカニズムの解明」 

2. 文部科学研究費補助金・基盤研究（Ｂ）「標的結合ペプチドを応用した異常蛋白質選択

的分解によるポリグルタミン病治療法の開発」 

3. 文部科学研究費補助金・基盤研究（Ｂ）「遺伝子量補正型 RNAi 誘導法の確立とそれに

基づくパーキンソン病新規治療法の開発」（分担） 

4. 文部科学研究費補助金・挑戦的萌芽研究「ALS における RNA 結合蛋白質/RNA 蓄積に

よる毒性獲得仮説の in vivo 検証」 

5. 文部科学省・脳科学研究戦略的推進プログラム「前頭側頭葉変性症の病態解明に基づく

disease-modifying therapy の開発」（分担） 

6. 厚生科学研究費補助金・創薬総合推進研究事業「認知症/神経変性疾患モデルショウジョ

ウバエバンクの構築と変性蛋白質オリゴマーを標的とした共通の治療薬開発」 

7. 厚生科学研究費補助金・難治性疾患克服事業「運動失調症の病態解明と治療法開発に関

する研究」（分担） 

8. 精神・神経疾患研究開発費「神経・筋疾患の解明のための霊長類モデル開発に関する研

究」（分担） 

9. 精神・神経疾患研究開発費「パーキンソン病を中心とするレビー小体病の診断・治療法

の開発に関する研究」（分担） 

10. 科学技術振興機構・CREST「ポリグルタミン病の包括的治療開発」（分担） 

 

〔その他〕 
新聞・マスコミ発表 

該当なし 

特許出願・取得状況 

該当なし 


